
理解しながら楽しく学ぶ設計製図 
 

◇はじめに 
 私が本校に赴任したのはいまから３年前の４月です。大学を卒業して大阪で５年間建築科の教

員をし、その後山梨に越して来てから、設計事務所３年、建設会社で現場監督５年の実務経験を

積み、再度教鞭を執る機会が訪れました。大学卒業したての実務経験ゼロの自分と今回の自分を

比較した場合、遥かに今回の方が生徒達に良い教育ができる。自分の経験をできるだけ多く伝え

たい。そんな気持ちで授業に臨んだことを思い出します。そんな中で私がいちばん胸ときめかせ

た授業が１年の「建築設計製図」でした。真っ白なキャンバスに今これから絵を描いていこうと

していた彼らを教えることができる。彼らが建築を好きになるか、嫌いになるか、全て自分にか

かっている。何とか一人でも多くの生徒に建築を好きになってもらいたい。そのためには何をす

ればよいのか？思考錯誤をはじめました。 
◇教材選び 
先ずは教材選びからです。そこで最初に製図の教科書を見て愕然、何十年前の建物なの？これ

をかわいい生徒達に描かせるわけにはいかない。他に良い教材はないか？適当なものが見当らな

い。結局、自分でつくった方が速いし信用できる。図面は CAD で描けば癖も少ないし、教材に

なる。そんな経過で、手作りの教材をつくり始めました。 
◇教材作りのポイント 
勉強が楽しいか楽しくないかの基準は、それが理解出来ているか、出来ていないかだと思いま

す。図面を描くことも、ただコピー課題を丁寧にうつすだけでは理解したことにはならないし、

自由設計をやる際に応用がきかないと思います。そこで、「理解しながら図面を描く」ということ

を意識して、教材をつくるように努めました。具体的な実践例は以下の通りです。 
・ 描き方の手順が一目でわかるように補助教材も同時に作りました。 

（それを元に課題説明の時間を充分とる。万が一、聞き逃しても見直しができる。） 
・ プランは空間を無駄なく利用し、動線計画、通風採光などにも充分配慮したものを選び、「建

築計画」の授業でも使えるようにしました。 

【図－１】 
木造２階建住宅平面
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・ 平面図と立面・断面図の関連性を理解してもらうために、模型のパーツをこちらで作り、生

徒は自分で組み立てた模型を見ながら、立体的に理解しにくい部分や説明し難い部分をしっ

かり、理解してもらうようにしました。特に屋根の架け方は様々で、切妻、寄棟、片流れ等

を理解してもらうのに有効です。 

【図－２】 
木造２階建住宅模型
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・ 矩計図等の詳細図を描く場合、詳細な納まりをイメージしながら理解できるように、写真入

りの補助教材を同時につくりました。 

【図－３】 
軒先まわりの矩計図

を描くための補助教
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たもの。 

◇まとめ 
今年 3 月、私が製図等を教えた生徒達が卒業しました。結果は、大学主催の設計コンペに 3 名

入選、日本建築家協会山梨地域会主催の卒業設計コンクールに金賞、銀賞、銅賞受賞、甲斐の家

コンテストで最優秀賞受賞など多くの賞をもらうことが出来ました。また、彼らの中から建築の

ことをもっと勉強したいという要望があり、我校に「建築研究部」という部活動も誕生しました。

私はこの 3 年間の経験を更に改善し、今年 1 年生の製図を担当し、また試行錯誤を始めました。 



【図４】矩計図描き方の手順  



 【図５】平面詳細図の描き方手順 

【図６】部分詳細図（参考資料） 



【図７】木造平面図と立面・断面図との関連図（参考資料） 

 
【図８】ＲＣ造平面図と立面・断面図との関連図（参考資料） 



 
【図９】課題を通して建ぺい率などの求め方を学ぶ（参考資料） 

【図 10】矩計図の作図課題より部材名称を覚える（参考資料） 


